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エエエダダダクククタタタ・・・キキキッッットトト
Multi-ProMulti-ProMulti-Pro®®® 580058005800 タタターーーフフフ･･･スススプププレレレーーーヤヤヤ
モモモデデデルルル番番番号号号416124161241612———シシシリリリアアアルルル番番番号号号 311000001311000001311000001 以以以上上上

取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

エダクタ・キットは、集約的で高度な管理を受
けている公園、ゴルフ場、スポーツフィールド
その他の芝生において、薬剤を散布するにあ
たっての薬剤の混和を補助することを主たる目
的として製造されております。 このキットは、
芝生に液剤を散布するための専用装置のための
補助装置（アタッチメント）であり、そのよう
な業務に従事するプロのオペレータが運転操作
することを前提として製造されています。

この製品は、関連するEU規制に適合していま
す； 詳細については、DOC シート（規格適合証
明書）をご覧ください。

注注注 モデル番号 41604（プロコントロール XP
散布キット）、41612（エダクタ・キット）、
41613（電動ホースリール・キット）、41614 タ
ンクリンス・キットを取り付ける場合には、こ
れらの関連部分も同時に、マニホルドバルブ・
アセンブリに取り付けることをお勧めします。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解してください。オペレータや周囲
の人の人身事故や製品の損傷を防ぐ上で大切な
情報が記載されています。製品の設計製造、特
に安全性には Toro 社において常に最大の注意
を払っておりますが、この製品を適切かつ安全
に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toro のウェブサイトwww.Toro.com で製
品・アクセサリ情報の閲覧、代理店についての
情報閲覧、お買い上げ製品の登録などを行って
いただくことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店ま
たはToro カスタマーサービスにおたずねく
ださい。お問い合わせの際には、必ず製品の
モデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印し
た銘板の取り付け位置を示します。
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1. 銘板取り付け位置
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安安安全全全にににつつついいいててて
この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 2を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。

警警警告告告

こここののの散散散布布布装装装置置置ででで取取取りりり扱扱扱ううう農農農薬薬薬ははは人人人体体体ややや動動動植植植物物物、、、
土土土壌壌壌なななどどどににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががあああるるるのののででで取取取りりり
扱扱扱いいいにににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

••• 自自自分分分自自自身身身ののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに、、、農農農薬薬薬ををを取取取りりり
扱扱扱ううう前前前ににに、、、容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや安安安全全全
デデデーーータタタシシシーーートトトなななどどど取取取りりり扱扱扱いいい上上上ののの注注注意意意をををよよよくくく読読読
んんんででで理理理解解解ししし、、、薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを守守守るるる。。。
たたたとととえええばばば、、、保保保護護護めめめがががねねね（（（ゴゴゴグググルルル）））、、、手手手袋袋袋ななな
どどど、、、薬薬薬剤剤剤とととののの接接接触触触ををを防防防止止止ししし危危危険険険かかかららら身身身ををを守守守
るるるここことととのののででできききるるる適適適切切切ななな保保保護護護対対対策策策ををを講講講じじじるるる。。。

••• 散散散布布布すすするるる薬薬薬剤剤剤ははは一一一種種種類類類とととははは限限限らららななないいいのののででで、、、
取取取りりり扱扱扱っっっててていいいるるるすすすべべべてててののの薬薬薬剤剤剤ににに関関関しししててて注注注意意意
事事事項項項ををを必必必ずずず確確確認認認すすするるる。。。

••• 上上上記記記安安安全全全確確確保保保ににに必必必要要要ななな情情情報報報ががが手手手ににに入入入らららななないいい
場場場合合合にににははは、、、こここののの装装装置置置ののの運運運転転転ををを拒拒拒否否否すすするるるこここととと！！！

••• 散散散布布布装装装置置置ののの取取取りりり扱扱扱いいいををを開開開始始始すすするるるまままえええににに、、、そそそ
ののの装装装置置置ををを前前前回回回使使使用用用しししたたたあああとととににに薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーー
ののの指指指示示示ににに従従従っっっててて333回回回のののすすすすすすぎぎぎ洗洗洗いいいややや必必必要要要ななな中中中
和和和処処処理理理ががが行行行わわわれれれたたたかかかををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

••• 十十十分分分ななな量量量ののの水水水ととと石石石鹸鹸鹸ををを身身身近近近ににに常常常備備備ししし、、、薬薬薬剤剤剤
ががが皮皮皮膚膚膚ににに直直直接接接触触触れれれたたた場場場合合合にににははは、、、直直直ちちちににに洗洗洗いいい
流流流すすすこここととと。。。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。読めなく
なったものは必ず新しいものに貼り替えてください。

93-667493-667493-6674

1. 手を挟まれる危険： 整備作業前にマニュアルを読むこと。

119-4988119-4988119-4988

1. ロック 2. ロック解除
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取取取りりり付付付けけけ

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

エダクタバルブ・アセンブリ 1

Oリング 1

ボルト（M8 -1.25 x 146 mm） 4111
ブラケット（他のキットが取り付け済みの
場合、このブラケットも取り付け済みの場
合があります）

1

エダクタ・バルブを取り付けます。

サポートフレーム・アセンブリ 1

ロックナット (5/16 インチ) 1

バックプレート･アセンブリ 1

クレードル・アーム（右） 1

クレードル・アーム（左） 1

ブッシュ（小） 2

ピボットピン 2

ジャム･ナット (3/8 インチ) 2

ハンドル 2

ボルト（(3/8 x 1-1/4 インチ)） 2

固定ネジ 2

ヘアピン 2

222

平ワッシャ 2

フレームを組み立てます。

333 スプリング 2 ラッチ関連部材を取り付けます。

エダクタ 1

ハンドル 1

ボルト 2

スプリング・クランプ 1

ボルト（#10-24 x 1/2 inch） 2

ロックナット（#10-24） 2

ボルト (3/8 x 1 インチ) 4

444

ロックナット（(3/8 インチ)） 4

エダクタを取り付ける。

バルクヘッド, S93 1

大きいＯリング 1

ロックリング 1

リテーナフォーク 1

R クランプ 1

キャリッジボルト (5/16 x 1 インチ) 1

ロックナット (5/16 インチ) 1

555

前ホース･アセンブリ 1

タンクの準備を行います。

給液ホース・アセンブリ 1
666 ホース･クランプ 1

給液ホースを取り付ける。

スイッチ（エダクタ） 1
777 10 A ヒューズ 1

ダッシュ・スイッチを取り付ける。

888 吸い込みランスとホース 1 取り付けを完了する
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注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1
エエエダダダクククタタタ・・・バババルルルブブブををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 エダクタバルブ・アセンブリ

1 Oリング

4 ボルト（M8 -1.25 x 146 mm）

1 ブラケット（他のキットが取り付け済みの場合、このブラ
ケットも取り付け済みの場合があります）

手手手順順順

1. 車体の後部に行き、ブームバルブ取り付け
ブラケットについているブームバルブ・アセ
ンブリを探し出す。

2. ブームバルブ・アセンブリを取り付けブラ
ケットに固定しているボルトをゆるめる（外
さないこと）（図 3）。

G013917
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図図図 333

1. ブームバルブ・アセンブリを
固定しているボルト

3. ブーム取り付けブラケット

2. ブームバルブ･アセンブリ 4. ワームクランプ

3. 既存のワームクランプを攪拌バルブの右側
にゆるめ、バルブ・アセンブリを攪拌バルブ
から離す。ガスケットは捨てないこと。

4. 攪拌バルブ・アセンブリに攪拌ホースを固
定しているフライナットを探し出す。フライ
ナットをゆるめて、バルブボディをゆるめる
ためのスペースを作る（図 4）。

G013918
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図図図 444

1. 攪拌バルブ 5. ワッシャ（既存）

2. ワームクランプ 6. ボルト（既存）

3. ブームバルブ･アセンブリ 7. フライナット

4. ロックナット（既存） 8. アダプタ

5. 攪拌バルブのボディをアダプタに固定して
いる締結具をゆるめる。外したロックナット
とワッシャは再利用するので捨てないこと。

注注注 エダクタ・キットを外した場合のこと
を考えて、長いボルトも保存するとよいで
しょう。

6. バルブボディからアダプタを外す(図 4)。

7. 付属部品の中からエダクタバルブを探し出
す。このバルブを攪拌バルブの右側に直列
（インライン）に取り付ける（図 5）。

注注注 エダクタバルブをはめるまえに、攪拌バ
ルブの中に入っている既存のOリングがきち
んと入っているのを確かめてください。
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図図図 555

1. 攪拌バルブ 4. ワッシャ（既存）

2. エダクタバルブ 5. ロックナット（既存）

3. アダプタ 6. ボルト（M8 -1.25 x 146 mm）

8. 付属部品に入っている O リングを、エダク
タバルブの開口側に取り付ける（図 6）。

注注注 液もれが発生しないように、Oリングは必
ず、正しく取り付けてください。

G013920
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図図図 666

1. エダクタバルブ 5. ガスケット（既存）

2. Oリング 6. アダプタ（既存）

3. ロックナット（既存） 7. ボルト（M8 -1.25 x 146 mm）

4. ブラケットと締結具

9. 付属部品の中から、長いボルト4本（M8
-1.25 x 146 mm）を探し出す。長いボルト4
本のうちの2本に、先ほどはずしたワッシャ
を1枚ずつ取り付ける。

10.機体の左側から取り付けブラケットを通し
て、攪拌バルブとエダクタバルブのバルブボ
ディの上の穴と下の穴（レールに近いほうの
穴）に長いボルト2本を通す。

11.バルブ・アセンブリの、ブラケットに取り
付けられていない方の穴を使って、ボルトと
ワッシャでバルブ・アセンブリを固定する。

12.先ほど外したアダプタを、エダクタバルブ
の開口側に挿入し、中に露出しているボルト
に通す。

13.取り付けレールにブラケットを取り付ける。
ブラケットは、ボルト2本とロックナット2
個で仮止めにしておく。

注注注 ブラケットは、他のキットと共に既に取
り付け済みの場合があります。

14.取り付けレールに一番近いボルトのねじ山
部分にブラケットを移動させる。ロックナッ
ト2個を使用して、バルブ・アセンブリにブ
ラケットを固定する。この時点ではまだ本締
めを行わないこと。

15.残りのボルトそれぞれにワッシャを取り付
ける。残っているロックナット2個で、アセ
ンブリを固定する。この時点ではまだ本締
めを行わないこと。

注注注 取り付けレールにブラケットを止めて
いるボルトはまだ仮止め状態であり、ブラ
ケットをレール上で移動させられなければい
けない。

16.Oリングシールがきれいにはまるように、ボ
ルトを十文字パターンですこしずつ締め付け
る（液もれをおこさないるように）。バル
ブ同士を組み合わせるときにブラケットで
調整できるようになっていることを確認す
る（図 7）。最大トルク； 24～30 ft-lbs
（271～339 Nm=0.28～0.35 kgm）

G013921
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1. ブラケットの締結具 3. フライナット

2. ガスケット

17.攪拌バルブのボディのねじ山にフライナッ
トを取り付けて締め付ける。
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18.ブラケットの締結具を締め付けて、取り付
けレールに固定する。

19.アダプタにガスケットを入れ、ゆるめてあっ
たワームクランプをアダプタのボディに取
り付ける（図 7）。

20.ブームバルブ・アセンブリを新しいエダク
タバルブの方へ戻し、二つのアダプタがガ
スケットを間に挟んで面一になるようにす
る（図 8）。

G013922

図図図 888

21.ワームクランプラスチックをアダプタの上
に戻し、締め付けて二つのアダプタを密着
させる。

22.メインのワイヤハーネスから Eductor とい
うラベルのついたのワイヤを探し出す。ラベ
ルのついたワイヤを使って、エダクタバルブ
をメインハーネスに接続する。

2
フフフレレレーーームムムををを組組組みみみ立立立てててるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 サポートフレーム・アセンブリ

1 ロックナット (5/16 インチ)

1 バックプレート･アセンブリ

1 クレードル・アーム（右）

1 クレードル・アーム（左）

2 ブッシュ（小）

2 ピボットピン

2 ジャム･ナット (3/8 インチ)

2 ハンドル

2 ボルト（(3/8 x 1-1/4 インチ)）

2 固定ネジ

2 ヘアピン

2 平ワッシャ

手手手順順順

1. 蓋ストッパをストラップに固定しているロッ
クナットを外す。 蓋ストッパを外す。外し
た部品をなくさないこと。

2. 付属部品の中から、メインサポート・フレー
ムを探し出す。

3. フレームをタンク固定バンドに取り付ける；
フレームの下穴をタンク固定ベルトの側面
（タンクの側面）から突き出しているボル
トに合わせ、上穴はタンク上面に突き出て
いるボルトに通す（図 9）。
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1. メインサポートフレーム・ア
センブリ

3. タンク固定ベルト（後側）

2. 突き出しているボルト（上
部）

4. 突き出しているボルト（側
部）

4. 下側のボルト（タンクから突き出てフレー
ムの穴に通っている）にロックナットを取り
付けて固定する（図 10）。

G013926
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1. メインサポートフレーム・ア
センブリ

3. 突き出しているボルト（側
部）

2. 突き出しているボルト（上
部）

4. ロックナット (5/16 インチ)

5. 先ほど取り外した蓋ストッパを、タンク固
定ベルト上面から突き出ているボルトに取
り付ける。メインタンクの蓋を開けたとき
に、蓋を捕捉できるように弓部を前向きに取
り付けること。

6. 蓋ストッパとエダクタフレームの上部とを
タンク・アセンブリに固定する；先ほど取り
外したロックナット2個を使用する。14-18

ft-lb（19-24 Nm=1.9-2.5 kg.m）にトルク締
めする。

7. エダクタクレードルをフレームに組み付け
る。

G013924
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図図図 111111

1. バックプレート･アセンブリ 7. クレードル・アーム（右）

2. メインサポートフレーム・ア
センブリ

8. ボルト（(3/8 x 1-1/4 イン
チ)）

3. ブッシュ（小） 9. クレードル・アームの軸

4. ピボットピン 10. ブッシュ（大）

5. ジャム･ナット (3/8 インチ) 11. ピボット・ハウジング

6. ハンドル

A. まず、フレームに右側クレードル・アー
ムを取り付ける。軸の長い方が右側ク
レードル・アームである。

B. ヒンジ・シャフトに軸を差し込む。

C. フレームの反対側に出ている軸に、左
アームを仮止めする。

D. バックプレート・アセンブリの外側ヒン
ジの穴にブッシュを取り付ける。

E. 各アームの上側穴の間にバックプレー
ト・アセンブリを戻す。

F. アームの上穴とヒンジの穴に、バックプ
レート・アセンブリのブッシュとともに
ピボットピンを通す。

G. 各アームの下穴にハンドルを取り付け
る。ボルト (3/8 x 1-1/4 インチ) およ
びジャム･ナット (3/8 インチ) で固定
する。

H. 反対側のアームでも同じ作業を行う。

I. 左アームの下側ヒンジ部に固定ねじを取
り付ける（図 12）。後でクレードル・
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システムの調整を行うので、ねじは仮止
めにしておくこと。

G013929

1
2

3

4

図図図 121212

1. クレードル・アーム（左） 3. 固定ネジ

2. ピボットハウジング 4. クレードル・アームの穴

3
ラララッッッチチチ関関関連連連部部部材材材ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 スプリング

スススプププリリリンンングググををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. フレーム・アセンブリの側面にあるアング
ルタブの下端についている穴にスプリングを
取り付ける（図 13）。

G013931

1 2

3

4

5
図図図 131313

1. アングルタブ 4. 柱

2. タブの穴 5. 溝

3. スプリング

2. スプリングの一端を穴に引っ掛ける。適当
な工具でスプリングを引っ張って、他端を
クレードル・アームから突き出ている柱に
セットする（図 13）。

3. スプリングの端部が柱の溝に適切にはまっ
ていることを確認する（図 13）。

4. 反対側にも同じ作業をする。

5. 固定ネジ（2本）を締める。

トトトンンングググののの位位位置置置ををを調調調整整整すすするるる

クレードル・アセンブリを上の「移動」位置に
動かしてトングの調整を行う。

• ハンドル部を持ってアセンブリを持ち上げ
ながら少しタンク側に倒す。

• クロスバーの下にトングを通す（溶接され
ているタブがフレーム・アセンブリの上部に
くるように）。

• アセンブリをタンク側に倒す。

1. プラスチック製のストップがスプリングの
タブに接触していることを確認し、クレー
ドルのバックプレート・アセンブリに力を
かけて、スプリングタブを途中まで縮める
（図 14）

G013932
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3

図図図 141414

1. スプリングタブ（押された状
態）

3. スプリングタブ

2. バックプレート・アセンブリ
（透明に描かれている）

2. バックプレートへの圧力を保持したまま、
トングを手前にスライドさせてトングプ
レートのリップをクロスバーに接触させる
（図 15）。
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G013933

1

2 3

4

図図図 151515

1. トングプレートのリップ 3. プレートのスリット

2. 締結具 4. 溶接されたタブ

3. トングの締結具を締めて固定し、固定が完
了したらバックプレートにかけていた力を
抜く。

クレードルにガタがあるかどうかをチェックす
る。フレーム・アセンブリにガタなく保持され
ていればよい。エダクタをロック位置に取り付
けたあとでもういちどこの調整を行ってロック
位置の調整を行うことができる。

4
エエエダダダクククタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 エダクタ

1 ハンドル

2 ボルト

1 スプリング・クランプ

2 ボルト（#10-24 x 1/2 inch）

2 ロックナット（#10-24）

4 ボルト (3/8 x 1 インチ)

4 ロックナット（(3/8 インチ)）

手手手順順順

1. 付属部品の中から、ハンドル・アセンブリ
とスプリングクランプを探し出す。

2. 付いているボルト 2 本を探し出して、ゆる
める。エダクタにハンドル・アセンブリを取
り付け、ボルト2本で固定する（図 16）。

G013934
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45

6

図図図 161616

1. エダクタ 4. ロックナット（#10-24）

2. スプリングクランプ 5. ボルト

3. ボルト（#10-24 x 1/2 inch） 6. ハンドル

3. クレードルを下位置にセットする。

4. エダクタ・アセンブリの取り付けプレー
トについている穴を、クレードル・アセン
ブリのバックプレートの長穴に合わせる
（図 17）。ボルト4本（ (3/8 x 1 イン
チ)）とロックナット（ (3/8 インチ)）でエ
ダクタを取り付ける。この時点ではまだ本締
めを行わないこと。
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G013936

1 2

3

4
5

図図図 171717

1. ボルト (3/8 x 1 インチ) 4. 穴（エダクタ・アセンブリ取
り付けプレート）

2. バックブレート 5. エダクタ・アセンブリ取り付
けプレート

3. ロックナット（(3/8 インチ)）

締結具は、エダクタを最初に移動位置にセッ
トしたときに一緒に移動できる程度に仮止め
しておく。これによって、この先の調整が
できるようになる。

5. クレードル・アセンブリに入っているエダ
クタを注意深く持ち上げて移動位置にセッ
トする：

G013935

図図図 181818

A. 下側のハンドルを持ってエダクタを持ち上
げながら少しタンク側に倒す（図 18）。

B. クロスバーの下にトングを通す（溶接さ
れているタブがフレーム・アセンブリの
上部にくるように）（図 18）。

C. 次に、アセンブリをタンク側に倒してス
プリング・クランプとフレーム下部の大
きいピボット・ハウジングとを整列させ
る（図 18）。

D. そして、その位置から押して、クランプを
ピボットハウジングにはめる（図 19）。

G013937

1

2

図図図 191919

1. スプリング・クランプ 2. ピボット・ハウジング

6. クレードルのバックプレート上のエダクタ
の高さを点検し、必要に応じて調整する。エ
ダクタをクレードルに固定する締結具の本締
めを行う。27～33 ft-lb（36～45 Nm=3.7～
4.6 kg.m）にトルク締めする。

7. タンク固定ベルト上のエダクタ・アセンブ
リの全体の位置を点検する。エダクタは移動
位置で真っ直ぐに立っていることが必要で
ある。フレーム・アセンブリの下部のロッ
クナットをゆるめてタンクに固定する。外
さないこと。必要に応じて位置を調整し、
ロックナットを締め付ける。ストラップを
必ずタンクに固定すること。

5
前前前ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 バルクヘッド, S93

1 大きいＯリング

1 ロックリング

1 リテーナフォーク

1 R クランプ

1 キャリッジボルト (5/16 x 1 インチ)

1 ロックナット (5/16 インチ)

1 前ホース･アセンブリ

タタタンンンクククににに穴穴穴ををを開開開けけけるるる
1. 図 20 に示されているタンク前部の位置を探

し出す。円の中心にあるドリルマークを探
し出す。
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G014021
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3

図図図 202020

1. 円（鋳込パターン） 3. ドリルポイント（円の中心）

2. 円形ノコで穴を切る

2. 3-5/8 inch (9 cm) の円形ノコを使ってマー
クのところに穴を切る（図 20）。バルク
ヘッドをはめるために、穴を少しだけ拡大す
る必要がある。

3. できた穴の縁を滑らかに仕上げる。穴を切
る際にタンク内部に落ちたごみや樹脂の粉
は完全に取り除く。

バババルルルクククヘヘヘッッッドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. 付属部品の中からバルクヘッド（S93）を探
し出す。

2. メインタンクの蓋を開けてフィルタスクリー
ンを取り外す。

3. 図 21 のようにバルクヘッドを取り付ける。

G014022
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4
図図図 212121

1. ロックリング 3. Oリング

2. 先ほど開けた穴 4. バルクヘッド

A. バルクヘッドのベースにOリングを取り
付ける。

B. バルクヘッドとOリングをタンクの内側
から外側に向けて、先ほどの穴に取り付
ける。

C. プラスチック製のフライナットを使って
バルクヘッドをタンクに固定する。

RRRクククララランンンプププををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. タンクの前ベルト（左側部分）を動かす。R
ベルトをタンク上部に固定している締結具
を外して保管する。外した部品をなくさな
いこと。

2. ベルトをずらして、ベルトを左側に1/4ほ
ど下がったところにある穴に新しいボルト
を入れる（図 22）。

G014013

1 2 3 4

5

図図図 222222

1. R クランプ 4. ロックナット

2. 長いボルト 5. キャリッジボルト (5/16 x 1
インチ)

3. 前側ベルト

3. ベルトをタンク上の元の位置に戻す。先ほ
ど外したボルトを使って、ベルトをタンク
に固定する（図 22）。ストラップを必ずタ
ンクに固定すること。締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに
注注注意意意すすするるるこここととと。。。

4. 先ほど取り付けたボルトのねじ山に R クラ
ンプを取り付ける。

取取取りりり付付付けけけ

1. 90 度フィッティングのついたホースの端部
を、先ほど作ったバルクヘッドの上部（タン
ク前部）に取り付ける（図 23）。
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G014014
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図図図 232323

1. リテーナフォーク 3. 前ホース･アセンブリ

2. フィッティング 4. R クランプとロックナット
(5/16 インチ)

2. 図 23 のようにフォークでタンクに固定す
る。

3. ホースのもう一方の端部をRクランプに通し
てエダクタまで引き込む。R クランプのボル
トにロックナットを取り付けて指締め（仮止
め）しておく（図 23）。これによって、こ
の先の調整ができるようになる。

4. ホースを機体後方に引いて、エダクタ・ア
センブリのバルブの前向きの開口部に接続
できるようにする。

エエエダダダクククタタタににに接接接続続続すすするるる

1. ホースを、エダクタのバルブの前向きの開
口部に接続する（図 24）。プラスチック製
のナットを使ってホースを固定する。

G014221

1 2

図図図 242424

1. ホースの開口端 2. エダクタのねじ山付き開口
部

2. フライナットをエダクタのねじ山に取り付け
て締め付け、ホースを固定する（図 24）。

3. ホースの配線を確認する。ホースに 図 25 の
ように十分なたるみがあること（エダクタを
降下させられる）を確認する。

G014016
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3
図図図 252525

1. 前ホース 3. エダクタが降下できる十分
なたるみ

2. タンク

6
給給給液液液ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 給液ホース・アセンブリ

1 ホース･クランプ

エエエダダダクククタタタににに接接接続続続すすするるる

1. 付属部品の中から給液ホースを探し出す。
一文字コネクタ（鋸歯状突起付き）、プラス
チック製ナットとホースクランプのついた側
の端部を見つける。

2. これらのパーツが付いているホース端部を、
エダクタのバルブの後向きの開口部に接続
する（図 26）。プラスチック製のナットを
使ってホースを固定する。
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G014222
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3

図図図 262626

1. ホースの開口端 3. フライナットを締めた状態

2. エダクタのねじ山付き開口
部

バババルルルブブブ・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを接接接続続続すすするるる

1. 給液ホースの開口端を機体後部へ引く。ホー
スは、ポンプを通り越して、逃がしバルブの
下を通ってバルブ・アセンブリの方へ引き
返す（図 27）。

G014018

1
2 3

図図図 272727

1. 後ホース 3. エダクタバルブ

2. 逃がしバルブ

2. 攪拌ホースの下ではあるが、中央ブームの左
側のマウントよりは高い位置に保持しつつ、
ホースを上に引き上げてエダクタバルブ・ア
センブリにまで到達させる（図 27）。

3. ホースクランプ（1個）をゆるめてホースに
通す（図 28）。

G014019
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2 3 4
図図図 282828

1. エダクタバルブ 3. ホース･クランプ

2. バーブ 4. ホース端部

4. ホースの開口端部を、エダクタバルブの下
向きのバーブ（鋸歯状接続部）に接続する。

注注注 ホースフィッティングの端部（鋸状に
なっている）に植物油などを塗っておくと楽
に接続することができるでしょう。

5. バーブの上にホースクランプを移動させて
ホースをフィッティングに固定する。

7
ダダダッッッシシシュュュ・・・スススイイイッッッチチチををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 スイッチ（エダクタ）

1 10 A ヒューズ

手手手順順順

1. ダッシュボード上で、エダクタ・スイッチ
用のプラグを探し出す（図 29）。イグニッ
ション・キーから2番目のプラグ（穴）が
それである。
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G014023
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図図図 292929

1. エダクタ用のコネクタ（メイ
ンハーネスから）

3. ダッシュボード・スイッチ

2. ダッシュボード上の穴 4. プラグ

2. ダッシュボード上のプラグを外して穴にす
る（図 29）。

3. ダッシュボードの下から、メインハーネス
のうちの　eductor というレベルのついてい
るボックス型コネクタを探し出す。 コネク
タを縛り付けているタイを切断してコネクタ
をダッシュボードの穴にセットする。

4. ダッシュボードを通してボックスコネクタに
スイッチを取り付ける（スイッチについてい
る LED が上位置になるように）（図 29）。

5. スイッチをダッシュボードに押し込むよう
にして取り付ける。

6. ヒューズブロックに 10 A ヒューズを取り付
ける（図 30）。

G0151 18

1 2

図図図 303030

1. ヒューズブロック 2. 10 A ヒューズ

7. 散布装置の オペレーターズマニュアル に
従って、攪拌バイパスバルブを調整する。

8
取取取りりり付付付けけけををを完完完了了了すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 吸い込みランスとホース

手手手順順順

吸い込みランスとホースは後のために保管す
る。エダクタキットの使用に関する書類を読
み、読後に保管する。
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運運運転転転操操操作作作
注注注意意意

農農農薬薬薬ははは人人人体体体ににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• 農農農薬薬薬ををを使使使ううう前前前ににに、、、農農農薬薬薬容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるる
ラララベベベルルルをををよよよくくく読読読みみみ、、、メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを全全全
ててて守守守っっっててて使使使用用用すすするるる。。。

••• スススプププレレレーーーををを皮皮皮膚膚膚ににに付付付けけけななないいい。。。万万万一一一付付付着着着しししたたた
場場場合合合にににははは真真真水水水ととと洗洗洗剤剤剤ででで十十十分分分ににに洗洗洗いいい落落落とととすすす。。。

••• 作作作業業業にににあああたたたっっってててははは保保保護護護ゴゴゴーーーグググルルルなななどどど、、、メメメーーー
カカカーーーががが指指指定定定すすするるる安安安全全全対対対策策策ををを必必必ずずず実実実行行行すすするるる。。。

制制制御御御装装装置置置

G016578
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図図図 313131

1. 蓋 5. 下ハンドル

2. フラッシュバルブ 6. メイン･バルブ

3. 上ハンドル 7. タンクホース

4. 給液ホース 8. 移動走行用ストラップ

蓋蓋蓋

蓋は左に回すと開きます。 閉めるときは、完
全に閉じてから右に回してロックしてくださ
い。 移動位置に持ち上げる時には蓋は閉じて
おかなければいけません。

ハハハンンンドドドルルル おおおよよよびびび移移移動動動走走走行行行用用用ススストトトラララッッップププ

通常は移動走行位置に格納しておき、エダクタ
を上下に移動するときにはこれらのハンドル
を使います。

メメメイイインンン･･･バババルルルブブブ

エダクタに入れた薬品を、ホースを通じてメ
インタンクに送る時にはこのメインバルブを
使用します。

G014053

1

2

図図図 323232

1. メインバルブ（閉位置） 2. メインバルブ（開位置）

ボボボトトトルルルリリリンンンススス（（（薬薬薬剤剤剤容容容器器器すすすすすすぎぎぎ）））

エダクタタンクの内部にあります。エダクタ・
スイッチを ON にすると、このすすぎ装置が加
圧されてメインタンクからの液が送られてきま
す。薬剤が入っていた容器をさかさまにし、容
器のフチの部分を使ってリンスの口を押してく
ださい。押すと、口から液が出てきて、薬剤容
器の内部をすすぎ洗いすることができます。

G014052
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図図図 333333

1. ボトルリンス（薬剤容器す
すぎ）

3. フラッシュバルブ

2. エダクタタンク

フフフラララッッッシシシュュュバババルルルブブブ

フラッシュバルブは、エダクタタンクの内部を
すすぎ洗いするためのバルブです。エダクタス
イッチを ON にすると、このバルブが加圧され
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てメインタンクからの液が送られてきます。す
すぎを開始するには、ハンドルを左に 90 度ま
わします。タンクからの溶液がエダクタ内部に
入ってきます。バルブを閉じるには、ハンドル
を右に 90 度回してください。

エエエダダダクククタタタスススイイイッッッチチチ

ダッシュボードにあって、バルブ・アセンブリ
ブロックにあるエダクタバルブの ON/OFF を行
うスイッチです。スイッチを入れると、ポンプ
からの圧力によってタンク内にある液をエダク
タに送ります。このスイッチは、エダクタを運
転位置（低い位置）に完全に降ろしてから使
うようにしてください。そして、エダクタを
移動位置（高い位置）に動かすときには、ス
イッチは OFF にしてください。

重重重要要要 移移移動動動位位位置置置ででではははエエエダダダクククタタタををを動動動作作作さささせせせななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。エエエダダダクククタタタががが移移移動動動位位位置置置（（（高高高いいい位位位置置置）））
にににあああるるるととときききにににスススイイイッッッチチチののの操操操作作作ををを行行行うううととと、、、破破破損損損
すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

エエエダダダクククタタタののの上上上昇昇昇ととと下下下降降降

エエエダダダクククタタタををを下下下降降降さささせせせるるるにににははは

1. 移動走行用ストラップ（ゴム製）を外す。

2. 低い方のハンドルを片手で握り、高い方の
ハンドルをもう一方の手で握ります。

3. 機体からエダクタを持ち上げるとスプリン
グクランプが外れてきます。

4. 手で補助しながら、エダクタを「運転」
位置に降ろします。

エエエダダダクククタタタををを上上上昇昇昇さささせせせるるるにににははは

1. 下側のハンドルを持って、エダクタをタン
ク側に少し倒しながら持ち上げてください。

2. クロスバーの下にトングを通します（溶接
されているタブがフレームアセンブリの上
部にくるように）。

3. 次に、アセンブリをタンク側に倒してスプ
リングクランプとフレーム下部の大きいピ
ボットハウジングとを整列させます。

4. そして、その位置から押して、クランプを
ピボットハウジングにはめます。

5. 最後に、移動走行用ストラップでハンドル
を固定してください。

停停停止止止モモモーーードドドででで作作作業業業中中中にににタタターーーフフフををを傷傷傷
つつつけけけななないいいたたためめめににに
重重重要要要 スススプププレレレーーーヤヤヤををを停停停止止止さささせせせたたた状状状態態態ででで作作作業業業中中中
ににに、、、エエエンンンジジジンンンやややラララジジジエエエタタターーー、、、マママフフフラララーーーなななどどどかかか
らららののの熱熱熱ががが原原原因因因でででタタターーーフフフををを傷傷傷めめめてててしししまままううう可可可能能能性性性
がががああありりりままますすす。。。停停停止止止モモモーーードドドとととははは、、、走走走行行行しししななないいいででで
撹撹撹拌拌拌だだだけけけををを行行行ううう、、、ハハハンンンドドドガガガンンンででで手手手撒撒撒きききすすするるる、、、
歩歩歩行行行型型型ブブブーーームムムででで手手手撒撒撒きききすすするるるなななどどどををを言言言いいいままますすす。。。

以下の注意を守ってください：

• 酷暑の時期や極めて乾燥している時期には
ターフが大きなストレスを受けているので、
ターフ上に停止して散布するのは避避避けけけるるる。

• 停止モードで作業する時には、タタターーーフフフののの上上上
ににに停停停止止止しししななないいいようにする。可能な限り、
カートパスなどに停車する。

• ターフ上に停車する時は、停停停車車車時時時間間間をををででで
きききるるるだだだけけけ短短短くくくする。ターフへの害は温度
と時間の両方が影響することを忘れないよ
うにする。

• エンジンの回回回転転転速速速度度度をををででできききるるるだだだけけけ下下下げげげ、必
要最小限の水圧と水量で作業する。これに
より、発熱をできるだけ小さくし、また冷
却ファンからの熱風をゆるやかにすること
ができる。

• 停止モードで作業するときには、エンジン
の熱熱熱がががででできききるるるだだだけけけ上上上ににに逃逃逃げげげるるるよよようううにににエン
ジンガード＆運転席アセンブリを倒し、車
体上部に通風領域を確保する。運転席の倒
し方についてはオペレーターズマニュアル
を参照のこと。

注注注 熱の害が心配される場合には車両の下に
防熱ブランケット を敷く。ターフ･スプレー
ヤ用防熱ブランケットは、トロの代理店で入
手することができる。

エエエダダダクククタタタののの使使使いいい方方方
ここで説明する操作手順は、以下の準備ができ
ていることを前提としております：スプレーヤ
のエンジンが作動しており、ポンプが作動して
いて希望する水圧を発生させており、スロット
ルが中間位置にセットされている。

スススタタターーートトトアアアッッップププ
1. 作業開始前に、エダクタのバルブすべて

（ホッパーバルブとホッパーリンス用ボー
ルバルブ）を閉じておく。

2. ふたを開けて、内部に異物（流れを妨げる
可能性のあるものや薬剤を汚染する可能性
のあるもの）がないか調べる。
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3. ふたを閉じ、カバーを右に回してふたを
ロックする。

4. ダッシュボードにあるエダクタスイッチを
ON にする：ポンプのフローの一部がエダ
クタの送水ライン（タンクへ送るライン）
へ入ってくる。

5. プロコントロール XP が搭載されている場
合には、これを手動モードに切り替える。
ダッシュボードにある散布率調整スイッチ
を操作して、水圧計の読みが 50-80 PSI
（3.5-5.6 kg/cm2）になるように調整する.
もっと高い水圧が必要な場合（たとえば吸
い込み棒を使うとき）には、ポンプについ
ている攪拌絞りバルブをゆっくりと絞って
いく。

注注注 このバルブを絞ると、システムの水圧が
最大仕様水圧を超えて上昇することがある
ので十分に注意してください。

6. ホッパー上部についているホッパーバルブ
（赤いハンドル）を開く。

7. カバーを左に回してふたのロックを解除
し、ふたを開ける。

ホホホッッッパパパーーーににに薬薬薬剤剤剤原原原液液液まままたたたははは粉粉粉剤剤剤ををを投投投入入入すすするるる

1. 必要量の薬剤をホッパーに投入する。薬
剤（原液や粉剤）をホッパーからこぼさな
いように注意する。

2. 必要に応じて、薬剤原液の容器などを洗浄
する。容器リンス用バルブに容器の口を押
し当てる。これによりリンスバルブが開い
て容器の内部が自動的に洗浄される

3. ふたを閉じ、カバーを右に回してふたを
ロックする。ホッパーリンス用ボールバル
ブの安全ロックバンドを外し、バルブを約
20秒間開いてホッパー内部の洗浄を行う。
ボールバルブを閉じ、ロックバンドを掛け
て格納する。

4. ふたを開け、きれいに洗浄されているか
点検する。必要に応じて上記の手順3を繰
り返す。

5. ホッパーバルブ（赤いハンドル）を閉じる。

吸吸吸いいい込込込みみみ棒棒棒ををを使使使用用用しししててて薬薬薬剤剤剤原原原液液液（（（まままたたたははは粉粉粉
剤剤剤）））ををを投投投入入入すすするるる

注注注 棒の吸い込み能力はエダクタの圧力およ
び流量によって変わります。圧力を 150 PSI
（10.5 kg/cm2）を超えない程度に設定する
とスムースです。

1. 吸い込み棒の本体部を、ホッパーのドレン
部のOリングシールのところまでエダクタ
に入れる。
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図図図 343434

1. 吸い込み棒 2. エダクタ

2. 棒の開放側を使って薬剤の袋や容器に穴を
開けて吸い込みやすくする。

3. 吸い込みが終わったら、棒の先端部をバケ
ツに入ったきれいな水に入れて洗浄する。

4. 棒本体部をエダクタから外し、棒内部に
残っている薬剤をホッパー内部に出す。

5. ホッパーバルブ（赤いハンドル）を閉じる。

終終終了了了手手手順順順

1. 以下を確認する：

• 全部のバルブが閉じてある。まずホッ
パーバルブを確認する。

• きれいに洗浄されて薬剤は残っていな
い。

• ホッパーのふたが閉じてあり、カバーが
ロックされている。

• 攪拌絞りバルブが全開設定に戻されて
いる。

2. エダクタのスイッチがOFFになっている。

3. エダクタを移動走行位置に戻し、ストラッ
プで固定する。
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. フローや水圧がエダクタに十分供給さ
れていない

1. ポンプ速度を上げる攪拌絞りバルブを
閉じる側に回す

2. 出口/入り口ホースが詰まっている 2. 分解して異物を除去する

吸い込みが悪い

3. エダクタの出口部分にエルボ付きのフィッ
ティングなど流れを阻害するものがある

3. 柔らかいホース以外は使わず、ホース
は振りながら使用する

1. ボトル洗浄ノズルが詰まっている 1. ノズルの回転部を分解して（下側のバ
ルブアセンブリから外す）水洗いして目
詰まりを除去する。

すすぎや洗浄ができない

2. 洗浄用ティーが詰まっている 2. ティーを外して水洗いで詰まりを除去す
る。

1. フィッティングが破損している 1. フィッティングの割れを点検し、必要に
応じて交換する

フィッティング部分で漏れる

2. ねじ山シールが劣化している 2. 分解し、接合部のシールを除去して新
しいシールを巻く。
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メメメモモモ：：：
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